
塩酸Ａ ＋ 水ナトＢ 食塩
100ｍＬ 75ｍＬ 15

亜鉛 ＋ 塩酸Ａ 水素
6.4 80ｍＬ 2.4Ｌ

塩酸Ａ100ｍＬと水酸化ナトリウム(以降「水ナト」とします)Ｂ75ｍＬが過不足なく反応し，塩化ナトリウム(食塩)が15
できたのですから，

Ｈ27豊島岡第2回理科・２番

……（ア）

また，表を見ると，亜鉛6.4 と塩酸Ａ80ｍＬがぴったり反応し，気体（水素）が2.4Ｌできたのですから，

さらに，亜鉛6.4 と塩酸Ａ100ｍＬを反応させると，上の（イ）の式の通り，塩酸Ａ80ｍＬだけが反応し，残りの塩酸Ａ20ｍＬは
（塩酸は塩化水素という気体でできているので）何も残らず，13.6 の固体というのは，亜鉛と塩酸が反応してできた，
「塩化亜鉛」であることがわかります。

……（イ）

亜鉛 ＋ 塩酸Ａ 水素 ＋ 塩化亜鉛
6.4 80ｍＬ 2.4Ｌ ……（ウ）13.6

(1) （イ）の式を利用して解きます。

亜鉛 ＋ 塩酸Ａ 水素
6.4 80ｍＬ 2.4Ｌ

6.4 50ｍＬ
1倍 倍
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よって，2.4× ＝1.5（Ｌ）になります。
8

5

(2) 6.4 のうち4.0 を使ったのですから，6.4－4.0＝2.4（ ）が溶け残っています。

(3) まず（イ）の式を利用して，(2)の亜鉛2.4 を塩酸Ａで溶かすための量を求めます。

亜鉛 ＋ 塩酸Ａ 水素
6.4 80ｍＬ 2.4Ｌ

2.4
倍
8

3

よって，(2)の亜鉛2.4 を塩酸Ａで溶かすためには，80× ＝30(ｍＬ)の塩酸Ａが必要です。
8

3

水ナトＢなら，どれだけ必要でしょう。
（ア）の式を利用して，

塩酸Ａ ＋ 水ナトＢ 食塩
100ｍＬ 75ｍＬ 15

30ｍＬ

倍
10

3

よって，(2)の亜鉛2.4 を水ナトＢで溶かすためには，75× ＝22.5(ｍＬ)の塩酸Ａが必要です。
10

3
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よって，6.4× ＝5.76（ ） → 小数点以下第2位を四捨五入して，5.8 になります。

(5) （イ）の式を利用して，亜鉛6 を溶かすことのできる塩酸Ａの量を求めると，

亜鉛 ＋ 塩酸Ａ 水素
6.4 80ｍＬ 2.4Ｌ

72ｍＬ
倍

10

9

(4) （3）でわかった通り，塩酸Ａと水ナトＢは，4：3で完全中和します。
ですから，水ナトＢ54ｍＬに溶ける亜鉛の量は，54÷3×4＝72（ｍＬ）の塩酸Ａに溶ける亜鉛の量と同じです。
あとは（イ）の式を利用すれば解けます。

10

9

亜鉛 ＋ 塩酸Ａ 水素
6.4 80ｍＬ 2.4Ｌ

6
倍

16

15

80× ＝75(ｍＬ)になります。

ところが，塩酸Ａは90ｍＬありましたから，90－75＝15(ｍＬ)があまっています。

16

15

（3）でわかった通り，塩酸Ａと水ナトＢは，4：3で完全中和しますから，塩酸Ａ15ｍＬを完全中和させるには，
15÷4×3＝11.25(ｍＬ) → 小数点以下第2位を四捨五入して，11.3ｍＬになります。

(6) （5）で，亜鉛6 を溶かすことのできる塩酸Ａは，75ｍＬであることがわかりました。
このときにできる塩化亜鉛の量は，（ウ）の式で求めることができます。

亜鉛 ＋ 塩酸Ａ 水素 ＋ 塩化亜鉛
6.4 80ｍＬ 2.4Ｌ 13.6

6
倍

16

15

75ｍＬ
倍

16

15

13.6× ＝12.75( )の塩化亜鉛ができます。

また，塩酸Ａは15ｍＬあまっていて，それを完全中和させるのに，水ナトＢは11.25ｍＬ必要でした。
このときにできる食塩の量は，（ア）の式で求めることができます。
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塩酸Ａ ＋ 水ナトＢ 食塩
100ｍＬ 75ｍＬ 15

15ｍＬ 11.25ｍＬ

倍
20

3
倍
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3

15× ＝2.25( )の食塩ができます。

12.75 の塩化亜鉛と，2.25 の食塩が固体として残るのですから，合計 12.75＋2.25＝15( )の固体が
残ることになります。

20

3


